

[bookmark: _Toc63234632][bookmark: _Toc67989417][bookmark: _Toc70944073][bookmark: _Toc92198547][bookmark: _Toc104797361][bookmark: _Hlk534366299] (
以下の SAP Concur ソリューションに適用されます。
 Concur Expense
 Professional/Premium edition
 Standard edition
 Concur Travel 
 Professional/Premium edition 
 Standard edition
 Concur Invoice
 Professional/Premium edition
 Standard edition
 Concur Request
 Professional/Premium edition
 Standard edition
) (
Concur Invoice: 
承認済みの支払先インポート 
バージョン 3 (現在)
インポート/抽出の仕様
最終更新日: 2023年2月18日
)







目次
セクション 1:	アクセス許可	1
セクション 2:	概要	1
注意: 支払先インポートの 3 つの異なる XML ファイル	1
相違点	2
ファイルに含まれる全般情報	2
区切り文字	3
レコード タイプ	3
セクション 3:	標準の承認済支払先のインポート: 基本プロセス	3
ファイルの命名規則	3
フィールド検証	4
セクション 4:	ステップ 1: インポート データ ファイルの作成	4
インポート設定（レコード タイプ100）の形式	5
サンプル レコード タイプ 100	6
支払先（レコード タイプ 200）	7
サンプル レコード タイプ 200	16
支払先銀行（レコード タイプ 300）	18
サンプル レコード タイプ 300	21
支払先グループ対応付け（レコード タイプ 310）	21
サンプル レコード タイプ 310	24
セクション 5:	ステップ2: インポート データ ファイルを Concur Invoiceに移動	24
セクション 6:	ステップ 3: SAP Concur がデータをインポート	24


改訂履歴 

	日付
	注意事項/コメント/変更内容

	2023年2月18日
	[支払先（レコード タイプ 200)] の [通貨] フィールドの定義を更新しました。[通貨] フィールドの空欄フィールドに、既定で USD が入力されなくなりました。

	2022年11月10日
	[支払先（レコード タイプ 200）] における　[都道府県/州] フィールドおよび [通貨] フィールドの説明に追記をし、[国コード] フィールドの説明を更新しました。

	2022年11月4日
	[通貨]、[既定の国コード]、[国コード] フィールドの説明を更新しました。

	2022年10月24日
	[支払先（レコード タイプ 200)] の [通貨] フィールドの説明を更新しました。

	2022年7月16日
	[規定の国コード] および [国コード] フィールドの説明、および [必須] 列を更新しました。全体的に軽微な更新を行いました。

	2022年1月21日
	著作権の年を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2021年2月24日
	著作権の年を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2020年4月20日
	ガイドのタイトル ページで [Authorization Request] チェック ボックスの名前を [Request] に変更しました。表紙の日付に変更はありません。

	2020年1月8日
	著作権を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付に変更はありません。

	2019 年 8 月 27 日
	[bookmark: _Hlk17785354]「アクセス許可」セクションを追加しました。

	2019 年 6 月 14 日
	割引期間と割引率の説明を更新しました。

	2019 年 3 月 20 日
	「Concur」という用語を「SAP Concur」に変更しました。また、該当箇所に関して「支払申請（payment request）」という用語を「請求書（invoice）」に変更しました。その他の変更はありません。

	2019 年 1 月 31 日
	著作権を更新しました。その他の変更はありません。表紙の日付は更新されていません。

	2018 年 8 月 2 日
	以前の変更を元に戻しています。Standard 版のサポートを追加するために、さらに調査と作業を行います。

	2018 年 7 月 10 日
	タイトル ページを更新して、本ドキュメントが Standard および Professional 版に適用されることを示しました。

	2018 年 4 月 11 日
	表紙のチェック ボックスを変更しました。その他の変更はありません。表紙の日付も変更ありません。

	2018 年 2 月 15 日
	Invoice Pay 経由で ACH 支払を使用するお客様にのみ必要なレコード 300 に関する情報を追加しました。

	2018 年 2 月 2 日
	タイトル ページとフッターに「仕様」を追加しました。

	2018 年 1 月 10 日
	「ファイルの命名規則」セクションを更新しました。

	2018 年 1 月 5 日
	[都道府県] フィールドに関する注記を追加しました。

	2017 年 11 月 7 日
	200 レコードで必須となるように、[通貨] フィールドを更新しました。

	2017 年 10 月 2 日
	支払先の将来の使用フィールドを 5～8 に更新しました。

	2017 年 9 月 21 日
	[支払方法タイプ] フィールドに [支払プロバイダ] の値を追加し、200 レコードにいくつかの一般的な更新を加えました。

	2017 年 8 月 8 日
	[支払プロバイダ] の値は [PAYPVD] に変更されました。

	2017 年 7 月 8 日
	[支払方法タイプ] フィールドに [支払プロバイダ] の値が追加されました。

	2017 年 4 月 22 日
	単価に含まれる付加価値税 (VAT) についての情報を追加しました。

	2017 年 3 月 18 日
	[支払先が単価で付加価値税を含む] を追加し、[カスタム 16～20] フィールドの説明を更新しました。

	2016 年 12 月 13 日
	著作権と表紙を更新しました。その他の内容の変更はありません。

	2016 年 9 月 16 日
	[口座番号] フィールドに注記を追加しました。

	2016 年 1 月 22 日
	ドキュメント内の「章」から単独のガイドになりました。内容の変更はありません。  

	2015 年 9 月 11 日
	[コンテンツ抽出で表示可能な支払先] フィールドを既定の N から Y に修正します。

	2015 年 5 月 6 日
	形式を更新しました。内容の変更はありません。 

	2015 年 2 月 6 日
	[税金タイプ] および [地方税 ID 番号] フィールドが追加されました。

	2014 年 10 月 17 日
	以下を追加しました。
オーストラリア ドル通貨（AUD）の Invoice Pay に基づくサポート
[支払先フォーム名] フィールドを追加

	2014 年 6 月 13 日
	以下を追加しました。
[コンテンツ抽出で表示可能な支払先] フィールド
[カード バウチャー (VCHER) 支払タイプ、およびバウチャー メモ] フィールド

	2014 年 1 月 17 日
	[200 レベル予備] フィールドを [カスタム] フィールド タイプに変換しました。

	2013 年 4 月 26 日
	[発送] および [割引] フィールドを [200 レベル支払先住所ヘッダー] に追加し、[発注支払先連絡先] フィールドを [支払先住所詳細] に追加しました。

	2012 年 9 月 14 日
	支払先のアクセス グループ対応付け機能に、支払先グループ対応付け 310 レコード セットが追加されました。

	2012 年 6 月 22 日
	追加通貨に関して次のような変更を行いました（ユーロ; 英国ポンド）。
ルーティング番号が必須フィールド タイプではなくなりました。
新規通貨をサポートするフィールドが追加されました。

	2012 年 3 月 23 日
	支払方法フィールドのタイプに、WIRE および CARD が追加されました。

	2012 年 1 月 20 日
	住所コードと支払先住所コードの 32 文字の文字制限が 64 文字に変更されました。

	2011 年 4 月 15 日
	支払先による購入者の識別番号として、[200 レベルの口座番号] フィールドが追加されました。

	2011 年 2 月 25 日
	本マニュアルに新規の章（現在および使用中止の V1 と V2 支払先管理のレガシー インポート） を追加しました。
このバージョンには、[100 レベルの支払方法タイプ] フィールドが含まれます。このフィールドは、同じ名前の 200 レベル フィールドの指定値の代わりに、バックアップの支払方法として使用されます。
このレコードに値が入力されていない場合、このレコードの既定値は CLIENT になります。

	
	過去の改訂履歴を削除しました。
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[bookmark: _Toc144789931]承認済みの支払先インポート バージョン 3
[bookmark: _Hlk17796548][bookmark: _Hlk17782172][bookmark: _Toc144789932][bookmark: _Toc132621583]アクセス許可
[bookmark: _Hlk17790053]ユーザーがこの機能へのアクセス権を持っているかどうかは場合によります。たとえば、特定のグループに対してのみアクセス権がある、または読取専用で作成や編集はできないなど、限定的なアクセス権を持っている場合があります。 
管理者はこの機能を使用する必要がありますので、適切なアクセス許可がない場合は、社内の SAP Concur 管理者にお問い合わせください。
さらに、このガイドに記載されている作業は SAP Concur にのみ許可されているものもあります。必要に応じて SAP Concur サポートにご依頼ください。
[bookmark: _Toc132621584]概要
[bookmark: _Toc63234635][bookmark: _Toc67989420][bookmark: _Toc70944076][bookmark: _Toc92198548][bookmark: _Toc104797363]Concur Invoice では、標準の承認済支払先のインポートを使用して、「支払先マスター リスト」のレコードのシステムである財務システムから、支払先関連情報をインポートします。「支払先マスター リスト」は、組織が支払先への支払の送信時に使用する支払先の公式なリストです。
Concur Invoice では、支払先マスター リストにある支払先のみを使用することが不可欠です。このインポートでは、Concur Invoice が支払先マスター リストと必ず同期されます。このインポート ファイルの各レコードには、支払先名とコード、住所、および支払先のその他の関連情報が含まれます。
このインポートの支払先は、以下のことができます。
Concur Invoice ユーザーに申請された支払先: Concur Invoice ユーザーは、新規支払先を支払先マスター リストに追加する申請をします。このインポートが実行する作業の一部に、支払先マスター リストに新たに作成した支払先を、支払請求の関連する新規支払先申請に対応付けることが含まれます。
業者マスター リストの業者: 業者マスター リストのほとんどの業者は、支払請求ユーザーによって申請された業者ではありません。
[bookmark: _Toc135559181][bookmark: _Toc144789933][bookmark: _Toc132621585]注意: 支払先インポートの 3 つの異なる XML ファイル
承認済支払先のインポートには、3 つの異なる XML ファイルがあります。
vendor_comma_delimited.xml: このバージョンは、バージョン 1 (v1) と呼ばれ、SAP Concur が最初に提供した承認済支払先インポート XML ファイルです。このバージョンを使用しなければならない既存のお客様のみご使用ください。その他のすべてのお客様は、後述のバージョン 3 をご参照ください。
vendor_comma_delimited_v2.xml: このバージョンは、バージョン 2 (v2) と呼ばれ、SAP Concur が 2 番目に提供した承認済支払先インポート XML ファイルです。このバージョンを使用しなければならない既存のお客様のみご使用ください。その他のすべてのお客様は、後述のバージョン 3 をご参照ください。
vendor_comma_delimited_v3.xml: このバージョンは、バージョン 3 (v3) と呼ばれ、このセクションで説明されている変更を含む最新の承認済支払先インポートの XML ファイルです。このバージョンは、現在の最新バージョンです。どのお客様もこれを使用する必要があります。
バージョン 3 XML ファイルに提供されている仕様について説明しています。この XML ファイルを使用中にサポートが必要になった場合は、Concur サポート サービスにお、問い合わせください。
[bookmark: _Toc132621586]相違点
インポート定義ファイルには、以下違いがあります。
vendor_comma_delimited.xml: 支払先住所名 200 レベル レコードのサポートが継続されています。
vendor_comma_delimited_v2.xml: 税 ID 200 レベル レコードおよび予備レコード (税 ID レコードは、Concur Invoice 製品の支払先フォームの同名のフィールドと同一です）。
vendor_comma_delimited_v3.xml: V2 と同様ですが、200 レベルの支払方法タイプが指定されないか、または値が無効な場合に、バックアップの既定支払方法である 100 レベルの支払方法タイプが含まれます。
[bookmark: _Toc132621587]ファイルに含まれる全般情報
インポート ファイルには、約 40 の列と以下のデータが含まれます。
バッチ データ
支払先勘定データ
支払先住所データ
支払先連絡先データ
支払先カスタム データ
支払先銀行データ
[bookmark: _Toc135559182][bookmark: _Toc144789934][bookmark: _Toc132621588]区切り文字
ファイルにはキャリッジ リターンおよびライン フィード文字によって区切られたレコードが含まれます。各レコードには複数のフィールドが含まれています。フィールドは、カンマ (,) 記号で区切られます。文字としてカンマが含まれるフィールドは、カンマを二重引用符で囲む必要があります (例: ",")。
[bookmark: _Toc135559183][bookmark: _Toc144789935][bookmark: _Toc132621589]レコード タイプ 
ファイルには、いくつかのレコード レベルが含まれ、レコードには 2 つのタイプがあります。 
ファイルの最初のレコードは、ヘッダー ファイル レコード タイプです。ヘッダー レコードの目的は、ファイル内のトランザクション記録についての管理情報を提供することです。
ファイルの 2 番目から最後のレコードは、支払先住所レコードです。支払先住所ごとに 1 つのエントリがあります。 
ほとんどの支払先には複数の住所が関連付けられています。これは、財務システムで各支払先住所に 1 レコードだけを抽出する必要があることを示します。
[bookmark: _Toc144789936][bookmark: _Toc132621590]標準の承認済支払先のインポート: 基本プロセス
ここでは簡単に基本の手順を説明します。詳細は次のセクションをお読みください。
インポート データ ファイルを作成し、この仕様の要件を満たしているかどうか確認します。
通常のスケジュールに従って、インポート データ ファイルを Concur Invoice に移動します。
Concur Invoice にデータ ファイルを転送するよう、お客様は SAP Concur たんとうやsutnと調整を行います。
SAP Concur のスタッフがこのファイルをインポートするバッチ ジョブを実行します。
[bookmark: _Toc169936430][bookmark: _Toc188262697][bookmark: _Toc92198549][bookmark: _Toc63234636][bookmark: _Toc67989421][bookmark: _Toc70944077][bookmark: _Toc104797364][bookmark: _Toc144789937][bookmark: _Toc132621591]ファイルの命名規則
インポート ファイル名は <jobtype>_<entitycode>_<time> のような形式にします。支払先のインポートの場合、ファイル名の規則は vendor_entitycode_YYYYMMDDHHMMSS.txt となります。 
[bookmark: _Toc132621592]フィールド検証
支払先のインポート検証は、フィールド レベルで必須の属性のみをチェックします。従って、フォーム レベルではなく、フィールド レベルで必須の支払先データを構成することが推奨されます。レポートや監査ルールの目的のために  システム内で当該の支払先データが必要となる場合は、フィールド レベルで必要な属性を設定します。新しい支払先の申請が集まる場所でのみこのデータが必要な場合は、フォーム レベルで必須の属性を設定すれば要件を満たせます。
[bookmark: _Toc132621593]ステップ 1: インポート データ ファイルの作成
[bookmark: _Toc90273256][bookmark: _Toc92199681][bookmark: _Toc100649797][bookmark: _Toc63594993][bookmark: _Toc90273258][bookmark: _Toc92199683]インポート データ ファイルは以下の仕様になります。
書式タイプ: コンマ区切り値、ASCII テキスト ファイル
既定のフィールド区切り文字: コンマ
囲み文字: 引用符
レコードの区切り文字: CRLF
データ レコードのレイアウト：
レコード タイプ 100 インポート設定: ファイルの最初のレコードは、レコード タイプ 100 インポート設定でなければなりません。ファイルにはレコード タイプ 100 が 1 つだけ存在している必要があります。
このレコード タイプの詳細については、本ガイドの「インポート設定（レコード タイプ 100）書式」を参照してください。
レコード タイプ 200 支払先: ファイルには、1 つ以上のレコード タイプ 200 支払先レコードがなければなりません。 
このレコード タイプの詳細については、本ガイドの「支払先（レコード タイプ 200）」を参照してください。
レコード タイプ 300 支払先銀行: お客様が Invoice Pay 経由で ACH 支払をお使いの場合、このレコードを使用する必要があります。ファイルには、1つ以上のレコード タイプ 300 支払先レコードがなければなりません。 
このレコード タイプの詳細については、本ガイドの「支払先銀行（レコード タイプ 300）」を参照してください。
[bookmark: _Toc104797366][bookmark: _Toc144789938][bookmark: _Toc132621594]インポート設定（レコード タイプ100）の形式
表1: レコード タイプ 100 のフィールド定義

	フィールド名
	定義
	必須
	説明
	お使いのフィールド定義

	レコード タイプ
	100
	〇
	常 に100 の固定値です。  レコード タイプを示します。
	

	エラーしきい値
	0 以上の整数
	〇
	インポート プロセスの強制終了までに許可されるエラー数を指定します。error_threshold を 0 に設定すると、「エラーが発生してもインポートを停止しない」ことを意味します。サービス更新 14.1 以降、この値はエラーしきい値の決定のために使用されなくなりました。ただし、このフィールドにすでに定義されている値はそのままにしてください。この値を変更したり、省略する必要はありません。この値は SAP Concur 運用部門が決定します。
	

	既定の国コード
	2文字、ISO 国コード、大文字と小文字を区別
	×
	これは 2 文字の国既定コードです。
支払先レコードに国コードが指定されていない場合、この既定値を使用します。
値が提供されていない場合、インポートの既定の国コードは US です。
重要な注意: 2文字のコードは大文字でなければなりません。
	

	支払方法タイプ
	使用可能値:
ACH: 海外送金
CHECK: 現金
CLIENT (入力省略時の既定値)
WIRE: 手形
PAYPVD（支払プロバイダ）
CARD: 引き落とし
PAYPVD（支払プロバイダ）
VCHER: カード バウチャー
VCHER (バウチャー カード)
	×
	同じ名前の 200 レベル フィールドの指定値の代わりに、バックアップの支払方法が使用されます。
注意: 値が指定されていない場合、フィールドは既定で 「CLIENT」になります。これは、お客様が Invoice Pay システムの外で払戻を行うこと（たとえば、現金または ACH 以外で生成された小切手によって）を示します。
	


[bookmark: _Toc144789939][bookmark: _Toc132621595]サンプル レコード タイプ 100

	100,30,US,VCHER


このレコードは、以下のことを示します。
レコード タイプ = 100
エラーしきい値 = 30
インポートの実行者がインポートを強制終了するまでに 30 件のエラーを許可することを意味します。
既定の国 = US (アメリカ合衆国)
支払方法タイプ = VCHER (バウチャー カード)
[bookmark: _Toc104797367][bookmark: _Toc144789940][bookmark: _Toc63234638][bookmark: _Toc67989423][bookmark: _Toc70944079][bookmark: _Toc92198550][bookmark: _Toc132621596]支払先（レコード タイプ 200）
表2: レコード タイプ 200 のフィールド定義

	フィールド名
	定義
	必須
	説明
	お使いのフィールド定義

	レコード タイプ
	200
	〇
	常に 200 の固定値で、レコード タイプを示します。
	

	支払先ヘッダー

	支払先コード
	最大 32 文字。大文字と小文字を区別しない
	〇
	このコードは、特定の支払先の識別に使用します。支払先マスター リストのレコード システムが支払先を一意に識別するためのコードです。
注意: 指定された支払先コードには 1 つの支払先名があります。例: 同じ会社が Acme Paints および San Diego Paints としてビジネスを行っている場合、Sand Diego Paints としてのみビジネスを行うか、または 2 つの別のコードにそれぞれの名前で登録する必要があります。 
	

	支払先名
	最大 255 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	支払先の名前です。
注意: 指定されたどの支払先名にも支払先コードが 1 つあります。例: 同じ会社が Acme Paints および San Diego Paints としてビジネスを行っている場合、2つの別のコードにそれぞれの名前で登録する必要があります。
	

	税 ID
	最大 48 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	支払先の一意の税 ID 番号です。
注意: 2 つ以上のレコードに同じ支払先コードと支払先名値が含まれている場合、このレコードはそれぞれ同一でなければなりません。同一でない場合は、レコードを空白にしてください。
	

	既定の従業員 ID
	最大 48 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	このフィールドは、支払先と関連する既定の従業員の従業員 ID を表します。
注意: 既存の値をクリアするには、フィールド値 "N" を使用します。
	

	既定の経費タイプ名
	最大 64 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	このフィールドは、支払先と関連する既定の経費タイプの名前（英語）を表します。
注意: 既存の値をクリアするには、フィールド値 [N] を使用します。
	

	口座番号
	最大 50 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	このフィールドは、支払先が識別の目的で指定した購入者の口座番号を表します。
注意: 
Invoice Pay サービス フィールドのみ。支払申請勘定抽出では表示されず、データのコピーダウンに使用することはできません。
既存の値をクリアするには、フィールド値 [N] を使用します。
2 つ以上のレコードに同じ支払先コードと支払先名値が含まれている場合、このレコードはそれぞれ同一でなければなりません。同一でない場合は、レコードを空白にしてください。
	 

	税金タイプ
	以下の値のいずれかのみ:
DITX - 国内で課税可能
DNTX - 国内で課税不可
INTX - 国外で課税不可
	×
	支払先の税ステータスです。 
	

	地方税識別番号
	最大 15 文字の英数字
	×
	支払先が位置する都道府県に基づいた支払先の一意の納税者 ID 番号です。
お客様は、最大 15 文字の英数字（文字と数字の組み合わせ）を追加できます。
	

	支払先は単価に VAT を含む
	1 文字 (Y または N)、既定は N。大文字と小文字を区別する
	×
	VAT が単価に含まれているかどうかを示します。その場合、システムは総額を計算するときに VAT を含めません。
	

	支払先予備 5～8
	--
	×
	予備フィールドは、現在使用されていません (将来のサービス リリースでアクティブ化されます)。これらのフィールドは、データ ファイルで計上対象にする必要がありますが、含まれるデータは無視されます。
	

	支払先住所ヘッダー

	支払先住所 ID
（Excel スプレッドシートのオン デマンド支払先インポート名は、住所インポート同期 IDです。）
	最大 20 文字。大文字と小文字を区別しない
	N (次列の注意を参照)
	この ID は、元は従業員が新規支払先を申請したときに Concur Invoice によって生成されたものです。従業員申請支払先抽出によって、支払先マスター リストのお客様のレコードのシステムから支払先を再インポート時に支払先住所レコードを確実に識別するためにこの値が提供されています。 

注意: これはオプションのフィールドですが、インポートする業者を、それに関連する従業員申請業者に自動的に対応付ける場合は必須です。

注意: 承認済の支払先には該当しません。
	

	支払先住所コード
（Excel スプレッドシートのオン デマンド支払先インポート名は、住所勘定科目コード）
	最大 64 文字。大文字と小文字を区別しない
	〇
	支払先マスター リストのレコード システムが支払先住所を一意に識別するために使用するコードです。このコードは指定された支払先コードに対して一意でなければなりません。お使いの財務システムにこのためのコードがない場合、インポート用にコードを作成する必要があります（必須フィールドです）。  たとえば、「支払先住所コード」として住所に郵便番号を使用可能です。また、別の例では、[住所 1] 行の最初の 64 文字を使用します。指定された支払先コードを一意に識別する 64 文字までの値であることが必要です。
	

	通貨
	最大 3 文字。大文字と小文字を区別しない
	〇
	このフィールドは、3 文字の英字コードで、支払先の払戻通貨を表します。必須フィールドです。
	

	支払期間の日数
	1 ～ 999 の整数
	×
	このフィールドは、支払期日までの日数を表します（たとえば、30日）。
	

	支払方法タイプ
	使用可能値:
ACH: 海外送金
CHECK: 現金
CLIENT (入力省略時の既定値)
WIRE: 手形
PAYPVD（支払プロバイダ）
CARD: 引き落とし
PAYPVD（支払プロバイダ）
VCHER: カード バウチャー
VCHER (バウチャー カード)
	×
	このフィールドは、支払先に提供された商品またはサービスの対価を支払う方法を示します。
注意: 値が指定されていない場合、フィールドは既定で 「CLIENT」になります。お客様が Invoice Pay システムの外で払戻を行うこと（たとえば、現金または ACH 以外で生成された小切手によって）を示します。
	

	発送条件
	最大 10 文字
	
	サプライヤーの発送条件を表すコード。
	

	発送方法
	最大 10 文字
	
	サプライヤーが品目を出荷する発送方法を表すコード。
	

	割引期間の日数
	0 より大きく 999 未満の整数
	
	このフィールドは、支払先に対する割引期間の日数を表します。
注意: このフィールドのデータは、情報提供のみを目的としています。計算には使用されません。
	

	割引率
	例: (11,8) の場合、11 は最大、小数点以下桁数は8。
	
	割引期間（割引条件日数）をお客様が満たす場合、サプライヤーからの割引
注意: このフィールドのデータは、情報提供のみを目的としています。計算には使用されません。
	

	コンテンツ抽出で表示可能な支払先
	1 文字 (Y または N)、既定は N。大文字と小文字を区別する
	×
	（任意）取り込み処理モジュールが有効でない場合は無視。
取り込み処理で OCR 処理経由で生成された請求書から支払先を除外または包めます。
	

	バウチャー メモ
	最大 250 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	カード バウチャー (VCHER) 支払タイプが使用される場合、支払カード バウチャー メールに記述されることに注意してください。
	

	支払先フォーム名
	最大 64 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	支払先が関連付けられているフォームの名前です。支払先マネージャーが支払先を表示すると、指定された支払先フォームに情報が表示されます。
このフィールドが入力されていない場合、支払先マネージャーのグループとポリシーに関連付けられた支払先フォームが表示されます。
	

	住所の削除
	1 文字 (Y または N)、既定は N。大文字と小文字を区別する
	×
	Y の場合、Invoice ユーザーが新しい請求書でこの支払先住所を使用しないように、既存の住所レコードが承認済支払先リストから削除されます。 
注意: ユーザーには、非アクティブの支払先に関連する請求書に対して、別の支払先を選択するようにプロンプトが表示されます。
	

	支払先住所コード

	住所行 1
	最大 255 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	3 つの住所行はすべて任意ですが、使用された場合、住所 1 は住所 2 の前、住所 2 は住所 3 の前に入力する必要があります。連続して入力する必要があります。
注意: 住所 3 は印刷された小切手には表示されません。
	

	住所行 2
	最大 255 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	
	

	住所行 3
	最大 255 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	
	

	市区町村
	最大 255 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	
	

	州または県
	最大 255 文字。大文字と小文字を区別しない
	×*
	支払先の都道府県または州です。
注意: Check Pay を使用して米国の州をインポートする場合、値は 2 文字の米国の州コードである必要があります。
重要: SAP Export Control and Sanctions Compliance Policy により、指定の支払先に都道府県の入力が必要な国が定義されている場合、[都道府県/州] フィールドが必須になりました。
たとえば、ウクライナは完全に禁輸されていない国であるため、[都道府県/州] フィールドが必須になり、禁輸国に対してフィールド値が検証されます。指定の支払先が禁輸措置のない国の場合、[都道府県/州] フィールドは必須ではありません。
SAP Export Control and Sanctions Compliance Policyをご参照ください。
	

	郵便番号
	最大 20 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	
	

	国コード
	2文字、大文字と小文字を区別、ISO 国コード
	〇
	ISO の 2 文字の国コードです。 
重要な注意: 2文字の国コードは大文字でなければならず、入力されていなければなりません。
詳細情報は、インポート/抽出の仕様「Concur Invoice: 国コード リスト」をお読みください。
	

	連絡先の電話番号
	最大 25 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	この支払先住所の第 1 連絡先の電話番号。
	

	連絡先の名
	最大 255 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	この支払先住所の第 1 連絡先の名。
	

	連絡先の姓
	最大 255 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	この支払先住所の第 1 連絡先の姓。
	

	カスタム 01 ～ カスタム 15 
	それぞれ最大 48文字。大文字と小文字を区別する
	×
	これらの 15 フィールドは、支払先住所フォームのカスタム フィールドです。これらのカスタム フィールドは、支払先住所フォームのカスタム フィールド定義を使用して検証されます。
	

	支払先担当者メール アドレス
	それぞれ最大 255文字。大文字と小文字を区別する
	省略可*
	支払先のメール アドレス。
* 支払タイプの値がカード バウチャー（VCHER）または支払プロバイダ（PAYPVD）の場合、または Invoice Pay（CHECK または ACH）を使用し、小切手または ACH Concur Invoice Pay の支払先の支払メール通知を送信する設定がアクティブになっている場合に必要です。
	

	発注の支払先連絡先の名
	それぞれ最大 255文字。大文字と小文字を区別する
	×
	この支払先住所の第 1 連絡先の名。
	

	発注の支払先連絡先の姓
	それぞれ最大 255文字。大文字と小文字を区別する
	×
	この支払先住所の第 1 連絡先の姓。
	

	発注の支払先担当者メール アドレス
	それぞれ最大 255文字。大文字と小文字を区別する
	×
	発注の支払先メール アドレスです。送信された発注の事前入力メールになります。
	

	発注の支払先連絡先電話番号
	それぞれ最大 25文字。大文字と小文字を区別する
	×
	この発注の支払先住所の第 1 連絡先の電話番号を表します。
たとえば：
サリーの電話
203 655 9972
内線 05634
	

	カスタム 16  - 20
	それぞれ最大 48文字。大文字と小文字を区別する
	×
	これらの 15 フィールドは、支払先住所フォームのカスタム フィールドです。  これらのカスタム フィールドは、支払先住所フォーム のカスタム フィールド定義を使用して検証されます。
	


[bookmark: _Toc132621597]サンプル レコード タイプ 200

	200,1129,San Diego Gas & Electric,997933,FThomas,Services,213302011,,,,,,,,1365401,19833,USD,30,
ACH,Terms30,UPS,30,,,,,N,P.O.Box 25111,,,Santa Ana,CA,92799-5111,US,2036559972,Frank,Thomas ,,,,,,,,,,,,,,,,SDGElectric@sdge.com,Bob,Hanford,
bobh@domain.com,2036553350,,,,,


このレコードは、以下のことを示します。
レコード タイプ = 200
支払先コード = 1129 
支払先名 = San Diego Gas & Electric
税 ID = 997933
既定の従業員 ID = FThomas
既定の経費タイプ名 = サービス
口座番号 = 213302011
予備 2～8
支払先住所 ID = 1365401
支払先住所コード = 19833
通貨 = USD
支払期間の日数 = 30
支払方法タイプ = ACH
発送条件 = Terms30
発送方法 = UPS
割引期間の日数 = 30
割引率 = 15%
予備 15～17
住所の削除= × (省略可)
住所行 1 = P.O.Box 25111
住所行 2 = 空白
住所行 3 = 空白
市区町村 = Santa Ana
都道府県/州 = CA
郵便番号 = 92799-5111
国コード  = US
連絡先の電話番号 = 空白
連絡先の名 = Frank
連絡先の姓 = Thomas
カスタム 01-15 = 空白
担当者メール アドレス = SDGElectric@sdge.com
発注の支払先連絡先の名 = Bob
発注の支払先連絡先の姓 = Hanford
発注の支払先担当者メール アドレス = bobh@domain.com
発注の支払先連絡先電話番号 = 203-655-3350
カスタム 16 - 20 = 空白

[bookmark: _Toc132621598]
支払先銀行（レコード タイプ 300）
このレコード タイプは、お客様が Invoice Pay による ACH 支払をお使いの場合にのみ必要です。
表3: レコード タイプ 300 のフィールド定義

	フィールド名
	定義
	必須
	説明
	お使いのフィールド定義

	レコード タイプ
	300
	〇
	常に 300 の固定値で、レコード タイプを示します。
	

	支払先銀行ヘッダー

	支払先コード
	最大 32 文字。大文字と小文字を区別しない
	〇
	このコードは、特定の支払先の識別に使用します。支払先マスター リストのレコード システムが支払先を一意に識別するためのコードです。
注意: 指定された支払先コードには 1 つの支払先名があります。例: 同じ会社が Acme Paints および San Diego Paints としてビジネスを行っている場合、Sand Diego Paints としてのみビジネスを行うか、または2つの別のコードにそれぞれの名前で登録します。 
	

	住所コード
	最大 32 文字(64 文字まで拡張可能)。大文字と小文字を区別しない
	×
	このコードは、特定の支払先住所の識別に使用します。
入力されると、銀行情報が特定の支払先住所に関連付けられます。 
入力されない場合は、この支払先に関連するすべての支払先住所に対して銀行情報が共有されます。
	

	通貨の英字コード
	最大 3 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	たとえば、口座の通貨の英字コード（例: USD など）。
	

	国コード
	最大 2 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	銀行口座登録国の 2 文字コード
値が提供されていない場合、インポートの国コードの既定値は US です。
指定されている場合は、US、AU、GB などの有効な国コードを入力します。空白のままの場合、このフィールドの既定は US です。
重要: 2文字の国コードは大文字でなければなりません。 
詳細情報は、インポート/抽出の仕様「Concur Invoice: 国コード リスト」をお読みください。
	

	取引タイプ
	最大 3 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	銀行口座への支払取引のタイプ 
入力されている場合、ACH でなければなりません。
	

	口座タイプ
	最大 4 文字。大文字と小文字を区別しない
	〇
	口座タイプ、小切手または貯蓄額のいずれか有効なエントリ
アメリカ合衆国:
CHCK (小切手/当座)
SAVE (貯蓄額)
その他のすべての国: 
CHCK (小切手/当座)
	

	アクティブ
	最大 1 文字。大文字と小文字を区別しない
	〇
	この口座がアクティブか非アクティブかを指定します。
有効なエントリ
Y (アクティブ)
N (非アクティブ)
	

	口座の名義
	最大 100 文字。大文字と小文字を区別しない
	〇
	この口座に関連する完全な名前 (例: ABC Corporation)
	

	口座番号
	整数、国と一致（右列を参照）
	〇
	銀行国の標準の銀行口座番号の書式と一致する完全な口座番号:
米国およびオーストラリア: 口座番号
ユーロ: IBAN
UK: IBAN
	

	ルーティング番号
	整数、国と一致（右列を参照）
	×
	銀行国の標準のルーティング番号の書式と一致する完全なルーティング番号:
US: ルーティング番号
ユーロ: BIC (Swift コード)
UK: 未使用
オーストラリア: BSB コード
	

	銀行コード/金融機関番号
	
	×
	銀行コードまたは口座に関連付けられた金融機関番号
	現在未使用 - サポート対象通貨では必須ではありません。

	支店コード/支店番号
	
	×
	口座の支店コードまたは支店番号
	現在未使用 - サポート対象通貨では必須ではありません。

	銀行名
	
	Y*
	ホスト銀行名
*アメリカ合衆国とカナダの銀行についてのオプション
	

	支店所在地
	
	Y*
	口座が開設された銀行支店の場所です。
*アメリカ合衆国とカナダの銀行についてのオプション
	

	銀行予備5 - 20
	--
	×
	[future_use] フィールドは、現在使用されていません (将来のサービス リリースでアクティブ化されます)。これらのフィールドは、データ ファイルで計上対象にする必要がありますが、含まれるデータは無視されます。
	


[bookmark: _Toc144789941][bookmark: _Toc132621599]サンプル レコード タイプ 300

	300,VC12345,AC12345,USD,US,ACH,SAVE,Y,ABC Corporation,1234567811223344,123456789,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,


このレコードは、以下のことを示します。
レコード タイプ = 300
支払先コード = VC12345
住所コード = AC12345
通貨の英字コード = USD
国コード  = US
取引タイプ = ACH
口座タイプ = SAVE
アクティブ = Y
口座の名義 = ABC Corporation
口座番号 = 1234 5678 1122 3344
ルーティング番号 =  123456789
銀行予備 5 - 20 = 空白
[bookmark: _Toc132621600]支払先グループ対応付け（レコード タイプ 310）
表4: レコード タイプ 310 のフィールド定義

	フィールド名
	定義
	必須
	説明
	お使いのフィールド定義

	レコード タイプ
	310
	〇
	常に 310 の固定値で、レコード タイプを表します。
	

	支払先グループ対応付けヘッダー

	支払先コード
	最大 32 文字。大文字と小文字を区別しない
	〇
	このコードは、特定の支払先の識別に使用します。支払先マスター リストのレコード システムが支払先を一意に識別するためのコードです。
注意: 指定された支払先コードには1つの支払先名があります。例: 同じ会社が Acme Paints および San Diego Paints としてビジネスを行っている場合、Sand Diego Paints としてのみビジネスを行うか、または 2 つの別のコードにそれぞれの名前で登録する必要があります。 
	

	支払先住所コード
（Excel スプレッドシートのオン デマンド支払先インポート名は、住所勘定科目コード）
	最大 64 文字。大文字と小文字を区別しない
	×
	このコードは、特定の支払先住所の識別に使用します。
入力されると、マッピング情報が特定の支払先住所に関連付けられます。 
入力されない場合は、この支払先に関連するすべての支払先の送金先住所に対してマッピングが共有されます。
	

	レベル 1 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 1 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 2 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 2 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 3 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 3 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 4 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 4 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 5 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 5 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 6 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 6 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 7 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 7 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 8 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 8 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 9 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 9 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	レベル 10 コード
	
	×
	ソース リストのレベル 10 が Invoice の支払先アクセス機能階層に添付されています。
	

	アクション
	A (追加 - 既定)
M (移動)
D (削除)
	×
	追加: インポートで指定されたとおり、支払先を1つ以上のグループに追加します (値が指定されていない場合は、これが既定のアクションです）。
移動: 現在のグループから別のグループへと支払先のマッピングを移動します。
削除: 指定されたグループから支払先を削除します (グローバルを除くすべて - グローバル グループから支払先を削除することはできません)。
注意: 削除によって支払先のマッピングが解除されると、その支払先はグローバル グループのすべての従業員に使用可能になります。
	

	予備 1～10
	--
	×
	[future_use] フィールドは、現在使用されていません (将来のサービス リリースでアクティブ化されます)。これらのフィールドは、データ ファイルで計上対象にする必要がありますが、含まれるデータは無視されます。
	


[bookmark: _Toc132621601]サンプル レコード タイプ 310

	310,VC12345,VAC12345,National,Regional,State,,,,,,,,A,,,,,,,,,,,


このレコードは、以下のことを示します。
レコード タイプ = 310
支払先コード = VC12345
支払先住所コード = VAC12345
レベル 1 コード = 国
レベル 2 コード = 地域
レベル 3 コード = 都道府県/州
レベル 4 コード - レベル 10 コード = 空白
アクション = A
予備1 - 10 = 空白
[bookmark: _Toc144789942][bookmark: _Toc132621602]ステップ2: インポート データ ファイルを Concur Invoiceに移動
データを Concur Invoice に移動するプロセスを開発するために SAP Concur 担当者と協同作業をします。 
[bookmark: _Toc144789943][bookmark: _Toc132621603]ステップ 3: SAP Concur がデータをインポート
SAP Concur 担当者がデータ ファイルをインポートします。
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